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1．ウイルス

センダイウイルスはパラミクソウイルス科に属す
るエンベロープを有する RNA ウイルスである。別名
をマウスパラインフルエンザウイルスＩ型あるいは
HVJ（Hemagglutinating Virus of Japan）と呼ばれる。
この名が示すように，日本で発見されたウイルスで
ある。ヒト，モルモット，ニワトリ赤血球を凝集す
る赤血球凝集能を有する。発育鶏卵あるいは初代発
育鶏卵細胞や LLC-MK2細胞などヒト，ウシ，サル
由来の培養細胞で増殖する。培養細胞での増殖には
培地中にトリプシンを添加する必要がある。エーテ
ル，クロロホルム，ホルムアルデヒド，界面活性剤
や加熱で不活化される。

2．宿主・病態

本ウイルスの宿主域は広く，マウス，ラット，モ
ルモット，ウサギ，フェレット，マーモセットなど
の感受性が知られている。
本ウイルスは鼻汁とともに体外に排出される。感

染動物との直接接触，あるいは鼻汁で汚染した飼育
器具や飼育者の手指による間接接触により経鼻感染
する。感受性の最も高いマウスでは，感染後 2～ 3
日で摂餌・摂水量の減少，立毛，呼吸困難等の症状
を示し，異常呼吸音を発するが，鼻汁排出は顕著で

はない。感染後 1週間から 10日以内に死亡するか，
耐過した動物は治癒する。若齢動物，特に乳仔は高
い死亡率を示す。成熟マウスでは不顕性感染が多い。
肺病変は感染初期に充出血，極期に赤色肝変化，

修復期に灰色肝変化や瘢痕収縮による線状病変を示
す。最終的には完全に修復するか，修復不能な肺葉
の萎縮と他肺葉の代償性肥大が観察される。
通常のマウスでは感染は一過性であるが，ヌード

マウスなど免疫不全マウスでは例外的に持続感染し，
慢性の経過をたどって消耗病 wasting syndromeを呈
し，死亡する。繁殖コロニーの汚染事例では喰殺，
発育不良，妊娠率の低下など，生産効率の低下が観
察される。マウスの系統により感受性が異なる。
ラットではマウスと同様の症状を示すが，感受性

が低いため無症状のものが多い。ナキウサギ，マー
モセットで呼吸器病に起因する死亡が認められてい
る。モルモット，ハムスター，ウサギなどでは感染
は通常不顕性であるが，ウイルスは異種動物間でも
容易に伝播し，マウスやラットへの感染源となりう
るので注意を要する。
伝播力が非常に強いため，感染防御が考慮されて

いないマウスやラットの飼育施設に本病が発生する
と，短期間に大半の個体が感染する。血清抗体は感
染１週後には検出され始め，生涯にわたって強い免
疫能が付与される。抗体が産生されると体内からウ
イルスは消失する。最終的にほとんど全ての動物が
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免疫を獲得すると，流行は終息する。しかし，免疫
を獲得した動物が減少し，免疫を持たない動物が増
えるに伴い，再び外部から新たに持ち込まれるウイ
ルスによって流行が起る危険性が大きくなる。

3．診断

本ウイルスはマウス，ラットへの伝播性が強く，
本病に新たに汚染された施設では動物の異常呼吸音
や全身状態の悪化および死亡，繁殖成績の低下を招
き，さらに肺病変も見出されるため，症状と剖検成
績からだけでも概ね推測できるが，確定診断は不可
欠である。診断法には，ウイルス分離，抗体検査が
ある。

①ウイルス分離
ウイルス分離は充血期あるいは赤色肝変期の肺を

PBSで 10～ 50倍にした乳剤を用い，発育鶏卵羊膜
腔に接種して，ウイルスを分離する。病理組織学的
には感染初期の気管や気管上皮細胞内のウイルス抗
原を蛍光抗体法や免疫染色法で検出する。本病の経
過は一過性であるので，ウイルスの検出は感染後１
週間以内の材料でのみ可能である。ウイルス検出を
実施するためには封じ込めが必要であり，実施可能
な施設は限られる。

②抗体検査
検査方法として，酵素抗体法（ELISA法）が高感

度であり，一般的である。ELISAキットは２社から
市販されており，また市販の CF用抗原を ELISA抗
原として用いて自家検査をすることも可能である。
また，センダイウイルスには赤血球凝集能があるの
で，赤血球凝集抑制反応（HI法）が摘要できる。補
体結合反応（CF法）の抗原も市販されている。また
感染 LLC-MK2細胞を抗原とした間接蛍光抗体法
（IFA）による抗体検査も実施されている。

ELISAによる抗体検査において，パラインフルエ
ンザウイルスとの交差反応でセンダイウイルス陽性
と診断された事例があった。事例では，モルモット
でセンダイウイルスに対する ELISAが陽性と出たた
め，HI法あるいは IFA法を用いた抗体検査を実施し
て，センダイウイルスの汚染ではなく，パラインフ
ルエンザウイルス 3型の感染であることを確認した。
遺伝子解析により，モルモットから分離されたパラ
インフルエンザウイルス３型はヒトのパラインフル
エンザウイルス３型に近縁であったため，従事者か
ら実験動物へ侵入した可能性が示唆された。

4．感染経路

汚染動物の施設への導入に関して，近年はマウス
やラットでは微生物モニタリングや施設に導入する
際の事前チェックで，十分に汚染の有無が確認され
ている。本ウイルスは宿主域が広いので，その他の
実験動物が汚染している可能性は否定できない。
センダイウイルスに汚染した接種材料から，マウ

スコロニーがセンダイウイルスに汚染した事例も報
告されている。まだ SPF動物が普及する前に作成さ
れた接種材料を用いる場合は，PCR法などによって
汚染の有無を確認することが勧められる。

5．汚染に対する対応

呼吸器感染であり，伝播が急速であるため，汚染
が発覚した場合は施設内の動物を安楽死処分するこ
とが一般的に勧められている。ただし，近年，さま
ざまな飼育装置が開発されているので，汚染動物を
封じ込める設備が整い，管理運営体制が充分に整備
されている施設ではセンダイウイルスでも汚染を封
じ込めることが可能であろう。全動物を安楽死処分
するか，封じ込め対策を講じるか，はそれぞれの施
設が自分の施設の技量を基に判断する時代になって
いる。
センダイウイルスではウイルスが動物間で急速に

伝播すること，感染個体からウイルスが一過性で排
除されることから，感染後の耐過動物を利用して汚
染除去が可能とされている。全ての動物が抗体陽性
となった段階で動物の新たな持ち込みと繁殖を一定
期間停止し抗体陰性の動物を導入しない，あるいは
抗体陽性の母獣からの移行抗体を持った仔を早期離
乳させ，汚染のない施設で育成し，ウイルス汚染の
ない動物を作出する，などの手段が可能とされる。
この方法により施設からのウイルス排除が比較的容
易である。
本ウイルスの子宮内感染の報告はないので，帝王

切開，受精卵の移植などによるクリーニング方法は
有効である。
施設のクリーニングは，汚染動物を飼育していた

装置を設置したままで行うとよい。燻蒸はもちろん
有効であるが，センダイウイルスに効果のある消毒
剤を，消毒剤の種類を換えて複数回行うことでも効
果がある。

6．おわりに

近年はセンダイウイルスの汚染が激減しているの
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で，多くの施設はセンダイウイルスによる汚染を経
験していないと思われる。本稿により，センダイウ
イルス汚染に関して知識を習得していただければ幸
いである。
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